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地域資源情報管理システムで�
　　　　　農地・水保全管理もラク楽!!
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　農地・農業用水等の資源の保全管理と農村
環境の保全向上を目的とした「農地・水保全
管理支払交付金」においては、平成24年度か
ら、新たに集落が行う農地周りの水路・農道
等施設の長寿命化のための補修・更新などの
活動に対する支援が強化されています。�
　しかし、集落等の活動組織では、施設の補
修履歴や位置など体系的な資源情報管理が十
分ではなく、効果的な長寿命化対策の推進の
ためには、住民活動の対象となる資源の位置
と属性情報、点検・補修履歴カルテを作成し、
継続的かつ適時に情報利用されることが重要
となっています。�
　そこで、農工研では、農地・水保全管理専
用で住民主体の共同活動を支援する簡易な地�
域資源情報管理システム（VIMS）を開発しま
した。(図１～２：山形県河北町元泉保全会
の例)�

　情報管理というとパソコンを使うというこ
とで、高齢者には利用は困難だとよく言われ
ますが、このシステムは違います。�
　とても操作性が良く、少しの研修で、地域
住民や農家の皆さんが、携帯電話の１回線の
利用料金程度の価格で、簡単に楽しく運用す
ることができます。�
　このアプリケーションは、農工研と株式会
社イマジックデザインの共同著作（著作権登
録：機構－Ｑ０５）を活用して作成したもの
で、地域資源管理から営農計画、人・農地プ
ランの検討、六次産業化への展開も期待でき
ます。運用のための技術サポートも初歩から
対応します（図３）。ご利用をお考えの方は、
是非、ご相談ください。�
(関連URL：http//www.imagicdesign.co. 
jp/vims/)

図３　システム利用研修の様子（現地での点検
[左下の写真]と診断履歴データの入力）

図１　地域資源情報管理システムの情報共有の構
造

図２　農地・水保全管理用カルテとVIMS上の表示画面
(カルテは農地・用排水路・道路・宅地・生き物・景観と様々そろえています)




